
 
 

 
 
 
 
 

新年、あけましておめで
とうございます。 ２０２４
年、令和６年がスタートし
ました。 皆様の御健勝と御
多幸を心より祈念申し上げ
ます。そして、今年も御支

援、御協力のほど、何卒よろしくお願い申し
上げます。 

 

 
「今年の干支は？」と尋ねると、「辰（たつ）

どし」と十二支で答えることが多いと思いま
すが、「干支」というのは、「十干（甲・乙・
丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸の10種類）」
と「十二支（子・丑・寅・卯・辰・巳・午・
未・申・酉・戌・亥の12種類）」の組合せの
ことです。 
ということで、

２０２４年の干支
はというと「甲辰

（きのえ・たつ）」
です。「甲辰」は、
「春の日差しが、
あまねく成長を助く年」になるといわれてい
ます。春の暖かい日差しが大地すべてのもの
に平等に降り注ぎ、急速な成長と変化を誘う
年になるのだそうです。すべてのものに平等
に降り注ぐということは、これまで陰になっ
ていた部分にも日が当たり、報われ、大きな
成長を遂げるといったことが期待できる年
だそうです。逆に、自分にとって隠しておき
たい部分にも日が当たり、大きな変化が起き

る可能性もあることも・・・。 
このことから考えると、２０２４年は、新

しいことを始めて成功する、いままで準備し
てきたことが形になるといった、縁起のよい
年になると考えられそうですね。 
とはいえ、自ら動くことなく、だまってい

てもその好機は訪れるわけではありません。
子供たちには、それぞれに
希望や目標、夢をもち、主体
的に実現に向けてがんばっ
てほしいと願っています。

御家庭での御支援もよろし
くお願いします。 

 
 
 

 
 
 
 
昨年は、世界や日本で起きた様々な事象か 

ら、社会の変化が著しいことを痛感しました。 

ときには、気象だけでなく、人間が、社会が変

調してきたのではないかと思うこともありま

した。そうした今だからこそ、学校は、時代の

変化に合わせて適切に対応すべきことがあり

ます。一方、昔から変わらない役割を大切にし

て取り組むべきだと思っています。社会が変わ

りつつあっても、学校は現実を直視しながら、

前向きに活動していく場所です。時代の変化に

合わせて適切に対応するとともに、これまで変

わることなく大切にしてきたことに取り組み

続けることも重要だと考えています。 

その１つとして、「凡事徹底（ぼんじてって 

い）」を心がけ、実践していきたいと思います。 

「凡事徹底」とは、「なんでもないような当たり

前のことを徹底的に行うこと」です。２０１３

年、全国高校野球選手権大会で初出場初優勝を

飾った前橋育英高校の荒井直樹監督は、当時こ

う言っています。「毎朝、散歩しながら１５分間

ゴミ拾いをしていますが、今年は それがきち

んとできるチームです。本物というのは、そう

いう平凡なことも、しっかりと積み重ねること

ができることだと思います」と。ごく簡単なこ

と、誰にでもできることを、手を抜かずに当た

り前として取り組むことが、やがて大きな力に

なることを示しています。心をこめて挨拶をす

る、 脱いだ靴を揃える、掃除をする、落ちてい

るごみを拾う、時間に遅れない、約束は守る、

相手を見て話を聞くなどを行うことは決して

難しくありません。大事なことは、続けて行う

こと、平凡なことを非凡なほどに徹底して行う

ことです。それは、中身の濃い平凡なことを積

み重ねることだと言えます。 

 「凡事徹底」による成果は、すぐには表れな

いこともあります。しかし、人として当たり前

のことを日々続けていくことで、いつの日かそ

の積み重ねによって身に付いた力が、人間力と

して必ず役立つに違いありません。そして、誰

からも信頼される人として、明るく豊かな生活

を営んでいけると考えます。当たり前のことが

当たり前にできる子供の育成、風土づくりに向

けて、御家庭、地域と共に取り組んでまいりた

いと思います。 
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